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ほ ご しゃ ち いき うんえい

　本校は、保護者や地域の方々が学校運営に参画でき
シーエス

るコミュニティスクール（ＣＳ）です。中学部ではＣ
リ ク シ ル み と えいぎょう

Ｓでの関係を生かしＬＩＸＩＬ水戸第２営業所の方の
じゅぎょう しょくば じっ し

出前授業や職場体験を実施しました。出前授業ではすごろくなどを使

い、「水」について学習しました。職場体験では生徒に合った活動を考

えていただき、集中して取り組むことができました。今後も地域とのつ
たんとう

ながりを大切にキャリア教育を進めていきます。 （中学部担当教員）

　出前授業では、ふだん使っている水の量を勉強しました。思っていたよ

りも使っている水の量は多かったです。自分が使っている水の量を初め

て知りました。ＬＩＸＩＬでは、水に関するイベントでお客さんに配る
むずか

チラシを三つ折りにする仕事を体験しました。チラシを折るのは難しか
か し ひか り

ったけれど、できたときはうれしかったです。 （中学部３年　嘉志光莉）
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アイシーティー じゅぎょう すいしん

　本校ではＩＣＴ機器を活用した授業づくりを推進し

ています。その中の一つにデジタルリハビリツールを
じったい おう

活用したものがあります。実態に応じて、全身や指先
し せん こ こ

を使った動き、視線や発声などを各種センサーで読み取り、個々に合わ

せたアプリと組み合わせることで、子どもたちの主体的な動きを引き出
かべ うつ

していきます。パソコンや壁に映るデジタルアートは、「もっとやって
え

みたい」という思いが主体的な活動につながり、より達成感を得られる
し どう

学習になっています。指導の手だてをその場で流動的に変えて授業を行
しょくいん

うことで、教職員と子どもたちで協働して授業をつくり上げています。
たんとう

（自立活動担当教員）
ぼう

　大きな画面に映ったお坊さんに気付かれないように、身体を動かして
さいとうむつみ

イタズラできるアプリが楽しいです。 （小学部６年　齊藤睦）

◆校　長　　　高山忠昌

◆児童生徒数　１７４人

◆創　立　　　１９６１年

◆住　所　　　水戸市吉沢町
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　水戸特別支援学校は、小学部�人、中

学部�人、高等部�人、計１７４人の児童
し たい

生徒が通う肢体不自由特別支援学校で

す。
い どう

　校内は、車いすでの移動がしやすいよ

うに、エレベーター、スロープ、自動ド
かいてき

アがあるバリアフリーになっていて、いつでも快適に学
れいだんぼう かん び

習ができるように、全部の教室に冷暖房が完備されてい
かんきょう

ます。そんなすてきな環境で、毎日楽しく学校生活を送

っています。
すいようさい

　今年一番大きな学校イベントは�月に行われる水陽祭
も え がお

です。「仲良く！元気にみんなで盛り上がろう！笑顔あ
フ ェ ス テ ィ バ ル ワ イ ド オ ー プ ン

ふれる水陽祭～Ｆｅｓｔｉｖａｌ　Ｗｉｄｅ　Ｏｐｅｎ

～」のスローガンのもと、小学部児童会、中高等部生徒
じゅんび

会のみんなで力を合わせて準備を進めています。「笑顔

あふれる学校」という学校のグランドデザインのように、

みんなが笑顔になれるように全力で準備をしていきま
さわ い の の か

す。 （生徒会長　高等部３年　澤井希々花）
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　本校寄宿舎では、遠方のため通学が難しい場合だけ

でなく、自立と社会参加を目指した児童生徒も生活し
ねんれい こと しゅうだん けいけん

ています。年齢の異なる児童生徒が集団生活を経験し
たんとう

ながら生きる力を育んでいます。（寄宿舎担当教員）
かいさい

　寄宿舎では１学期の最後に「お楽しみ会」を開催し
き かく うんえい わたし

ています。生徒たちで企画や運営を行っていて、私も
たんとう じゅん

レクリエーションの企画や司会進行などを担当しました。自分たちが準
び しょうがいぶつ

備した「障害物リレー」や「花火」をワクワクした顔で楽しんでいるみ
すがた

んなの姿を見て、とてもうれしい気持ちになりました。当日は茨城大学
ほ じょ い どう かいじょ

の学生ボランティアも参加してくださり、進行の補助や移動の介助をし
いっそう

てくれました。大学生との交流を通じて、より一層楽しい行事になりま
え がお

した。またみんなが笑顔になるような行事を考えたいと思います。
ま いえこう た ろう

（高等部１年　眞家孝太朗）
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